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「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
に
描
か
れ
た
〈
紫
式
部
の
硯
〉
―
附
録
「
石
山
寺
由
來
略
縁
起
」「
石
山
寺
名
所
之
圖
」
―

�

池
田
　
大
輔

抄
録
：

　

石
山
形
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
彫
刻
が
施
さ
れ
た
石
山
寺
什
物
の
硯
は
、
紫
式
部
が
『
源
氏
物
語
』
起
筆
の
際
に
使
用
し
た
と
い
う
伝
説
の
宝
物
で
あ
る
。
そ
の
硯
を
描
い
た
「
石
山

寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
に
つ
い
て
検
証
す
べ
く
、
石
山
形
硯
を
最
初
に
描
い
た
と
思
わ
れ
る
『
東
海
道
名
所
図
会
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。『
源
氏
物
語
』

の
享
受
史
、
特
に
源
氏
物
語
起
筆
伝
説
の
享
受
に
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
を
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
源
氏
物
語
石
山
寺
起
筆
伝
説
、
紫
式
部
の
硯
、
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
、
石
山
寺
由
來
略
縁
起
、
石
山
寺
名
所
之
圖

　
　
は
じ
め
に

　
『
源
氏
物
語
』
を
紫
式
部
が
書
い
た
と
い
う
の
は
本
当
な
の
だ
ろ
う
か
。『
源
氏
物
語
』

と
紫
式
部
は
セ
ッ
ト
に
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
は
一
体
い
つ
頃
か
ら
な

の
だ
ろ
う
か
。

　

現
代
に
お
い
て
『
源
氏
物
語
』
と
紫
式
部
は
、
作
品
と
作
者
と
い
う
関
係
で
結
ば
れ

説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
は
時
代
を
遡
っ
て
も
『
源
氏
物
語
』
と
紫
式
部
は

セ
ッ
ト
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
古
く
は
平
安
時
代
末
頃
か
ら
と
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
大
斎
院
選
子
の
要
請
で
紫
式
部
が
『
源
氏
物
語
』
を
書
い
た
と
か
、
石
山
寺
の

観
音
に
祈
念
し
て
『
源
氏
物
語
』
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
た
起
筆
に
関
わ
る
伝

説
と
し
て
、
ま
た
、
そ
の
結
果
地
獄
に
堕
ち
た
、
は
た
ま
た
実
は
紫
式
部
は
仏
の
化
身

だ
っ
た
な
ど
と
い
う
、
現
実
的
な
も
の
か
ら
明
ら
か
に
伝
説
の
域
を
出
な
い
も
の
ま
で
、

い
ず
れ
も
『
源
氏
物
語
』
と
紫
式
部
が
セ
ッ
ト
で
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
付
随
し
て

観
音
信
仰
や
仏
教
思
想
が
逸
話
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
伝
説
に
つ

い
て
は
、
伊
井
春
樹
氏
（
１
）
や
、
三
角
洋
一
氏
（
２
）
の
論
考
に
詳
し
い
。
そ
れ
ら
『
源

氏
物
語
』
に
関
す
る
伝
説
の
多
く
は
院
政
期
に
誕
生
し
、
江
戸
時
代
に
広
く
伝
播
し
人

口
に
膾
炙
し
て
い
っ
た
。
現
代
で
は
、
伝
説
が
息
を
潜
め
、
明
治
以
降
の
近
代
的
な
作

者
と
作
品
の
関
係
に
据
え
ら
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
以
前
は
専
ら
伝
説
の
方
が
主
流

で
、
石
山
寺
へ
の
寺
社
巡
拝
の
流
行
り
等
と
相
ま
っ
て
『
源
氏
物
語
』
と
い
う
作
品
の

価
値
を
高
め
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
伝
説
は
、
江
戸
時
代
に
は
多
く
絵
と
し
て
視
覚
化
さ
れ
て
享
受
、
伝
播
、

記
憶
さ
れ
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
そ
う
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
一
つ
で
あ
る
「
石
山
寺
源

氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
と
い
う
一
枚
の
墨
摺
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
別
稿
で
紫
式
部

が
執
筆
の
と
き
に
使
用
し
た
と
い
う
伝
説
の
〈
紫
式
部
の
硯
〉
が
誕
生
し
た
こ
と
に
つ

い
て
論
じ
た
際
（
３
）、
詳
し
く
検
証
で
き
な
か
っ
た
墨
摺
の
位
置
づ
け
と
紹
介
も
兼
ね
る
。

　
　
一
　
概
要
と
年
代
考
証

　

図
１
に
示
し
た
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
は
、
成
立
年
代
、
作
者
未
詳
の
一

枚
の
墨
摺
で
あ
る
。
絵
師
、
彫
師
、
摺
師
に
つ
い
て
も
一
切
の
情
報
が
な
い
。
唯
一
分
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か
る
情
報
と
し
て
は
、
大
き
さ
で
あ
る
が
、
横
四
三
・
三
糎
×
縦
三
二
・
六
糎
、
無
辺
で

あ
る
。
同
種
の
も
の
は
、
国
立
国
会
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
九
曜
文
庫
を
は
じ

め
と
し
て
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
な
ど
複
数
の
機
関
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
石
山
寺
の
参
詣
者
に
頒
布
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
（
４
）。
ま
た
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
や
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
の
も
の
は
、
墨
が

薄
か
っ
た
り
、
摺
り
が
斜
め
に
な
っ
て
い
た
り
と
玄
人
に
よ
る
摺
り
の
可
能
性
は
低
く
、

石
山
寺
の
名
所
「
源
氏
の
間
」
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
逸
話
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
石
山
寺
関
係
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
寺
社
の
宝
物
や
由
来
を
記
し
た
墨
摺
が
数
多
く
頒
布
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
れ
ら
は
、「
略
縁
起
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
り
、
江

戸
時
代
後
期
に
は
、
そ
れ
ら
を
収
拾
し
合
本
し
た
「
略
縁
起
集
」
も
出
て
く
る
（
５
）。

ま
た
、
久
野
俊
彦
氏
が
、「
十
七
世
紀
後
半
の
名
所
記
の
時
代
に
は
、
寺
社
で
は
一
枚

も
の
の
名
所
記
と
と
も
に
、
一
枚
刷
り
の
略
縁
起
が
板
行
さ
れ
て
い
た
」（
６
）
と
述
べ

る
よ
う
に
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
は
、
石
山
寺
監
修
の
も
と
製
作
、
摺
ら
れ

た
石
山
寺
の
名
所
記
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
略
縁
起
で
あ
る
。

　

製
作
年
代
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、「
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
江
戸
期
以
前
寺

社
縁
起
関
係
目
録
」
の
中
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
以
前
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
の
一
枚
は
、
略
縁
起
集
の
性
格
を
持

つ
も
の
で
、
寺
社
縁
起
の
一
群
と
し
て
巻
子
仕
立
て
に
し
た
跡
、
及
び
同
一
人
物
に
よ

る
書
込
み
が
あ
り
、「
収
集
し
た
略
縁
起
を
巻
子
本
に
整
理
し
た
巻
子
装
略
縁
起
集
と

い
う
だ
け
の
も
の
に
止
ま
ら
ず
、
略
縁
起
を
利
用
し
て
綴
っ
た
旅
日
記
と
い
う
に
相
応

し
い
側
面
を
有
す
る
」「
天
保
九
年
以
降
の
約
八
年
間
に
三
度
「
上
方
見
物
」
に
出
か

け
て
い
る
」（
７
）
こ
と
な
ど
か
ら
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
か
ら
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

に
見
物
・
参
詣
収
集
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
一
群
に
あ
る

「
三
井
寺
由
来
」（
弁
慶
と
引
摺
鐘
の
絵
、
縁
起
を
掲
載
す
る
一
枚
摺
）
に
は
、「
天
保

九
戊
歳
予
十
九
歳
之
節
／
始
而
上
方
見
物
ス
」、「
三
井
寺
霊
鐘
之
図
」（
弁
慶
引
摺
鐘

の
絵
、
一
枚
摺
）
に
は
「
弘
化
三
年
六
月
参
詣
ス
」
の
書
込
み
が
あ
り
、
こ
の
時
に
石

山
寺
へ
も
見
物
に
行
き
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
を
入
手
し
た
可
能
性
も
考
え

【図１】「石山寺源氏閒紫式部影讃」（架蔵）
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ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
の
書
込
み
を
も
と
に
す
る
と
、「
石
山
寺
源
氏
閒

紫
式
部
影
讃
」
の
成
立
は
、
少
な
く
と
も
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
か
ら
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
を
含
む
江
戸
時
代
後
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
石
川
透
氏
は
、

自
身
が
所
有
す
る
略
縁
起
類
を
ま
と
め
た
「
略
縁
起
一
枚
物
一
覧
」
に
お
い
て
、
近
代

の
刊
行
と
し
て
い
る
が
（
８
）、
刊
記
に
関
す
る
典
拠
は
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
理
由
は

不
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
二
節
で
後
述
す
る
。

　

ま
た
、
図
１
硯
絵
の
上
部
に
は
、「
紫
式
部
所
持
源
氏
物
語
書
寫
硯
世
謂
石
山
形
硯
」

と
あ
り
、
こ
の
硯
が
「
石
山
形
硯
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ

の
硯
絵
に
関
す
る
記
録
で
最
も
古
い
も
の
は
、
管
見
の
限
り
で
は
秋あ
き
さ
と
り
と
う

里
籬
島
の
『
東
海

道
名
所
図
会
』（
寛
政
九
年
〈
一
七
九
七
〉
刊
）
巻
二
「
石
せ
き
く
ほ
う
さ
ん

光
山
石い

し
や
ま
で
ら

山
寺
」
の
六
丁
表

の
挿
絵
で
あ
る
（
図
２
）。
図
１
と
図
２
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
墨
を
磨
る
丘
に
若
干

の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
同
一
の
硯
を
見
て
描
い
た
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
図

２
の
右
上
に
は
「
石
い
し
や
ま
て
ら
の
じ
う
ほ
う

山
寺
什
寶
／
紫

む
ら
さ
き
し
き
ぶ
の
こ
け
ん

式
部
古
硯
／
世よ

に
い
ふ謂

二

石い
し
や
ま
か
た
と

山
形
一
」（
／
は
改
行
を

示
す
。
以
下
同
じ
）
と
記
さ
れ
、
紫
式
部
が
所
持
し
て
い
た
と
い
う
硯
は
石
山
寺
の
什

宝
だ
と
い
う
。
硯
の
名
称
と
大
き
さ
の
記
載
は
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
と
同

じ
で
あ
る
。
左
上
に
は
、
取
材
に
同
行
し
た
と
思
し
い
鶴
山
畑
維
竜
（
延
享
五
年

〈
一
七
四
八
〉
～
文
政
十
年
〈
一
八
二
七
〉、
八
十
歳
没
〉
が
石
山
寺
参
籠
の
紫
式
部
に

思
い
を
馳
せ
て
詠
ん
だ
七
言
絶
句
「
風
藻
空
余
湖
上
秋
／
泓
澄
呑
月
水
悠
々
／
濡
毫
紫

女
今
何
在
／
一
片
研
池
萬
古
留
」
を
載
せ
て
い
る
。
編
者
の
秋
里
籬
里
は
、
京
都
在
住

の
俳
人
で
、
絵
師
を
連
れ
て
各
地
を
取
材
し
、
ま
た
は
在
地
の
絵
師
に
取
材
し
た
内
容

を
描
か
せ
る
な
ど
し
て
『
東
海
道
名
所
図
会
』
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
秋
里
籬
里
が
、

石
山
寺
へ
赴
き
、
実
見
し
た
と
思
わ
れ
る
石
山
形
硯
に
つ
い
て
は
、「
硯
石
」
と
い
う

項
目
を
立
て
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
９
）。

　
　

　

源
氏
の
間
の
霊れ

い
ほ
う宝
と
す
。
式
部
が
所し

よ
ぢ持
の
硯す

ゞ
りに
て
源
氏
を
か
け
る
と
い
ふ
。
此

石
は
原も
と

石
山
の
石
に
て
紫し

し
き
め
の
う

色
瑪
瑙
の
よ
し
。
ま
た
彫ち

や
う
こ
く刻を

石い
し
や
ま
か
た

山
形
と
い
ふ
。
都す

べ

て

一
面め
ん

の
硯す

ゞ
りに

海う
み

二
ッ
あ
り
。
額ひ

た
ひに

牛う
し

鯉こ
い

の
形か

た
ちを

彫ほ

り
て
左
右
に
わ
か
つ
。
海
の
二

面お
も
てあ

る
は
日
月
陰い

ん
や
う陽

の
象か

た
ちを

顕あ
ら
はし

鯉こ
い

の
方
は
濃
シ
。
牛う

し

の
方
は
淡

う
す
き

也
。

　

こ
の
硯
が
紫
式
部
所
持
の
も
の
で
『
源
氏
物
語
』
を
書
い
た
と
い
う
の
は
、「
と
い
ふ
」

伝
聞
形
式
で
記
す
が
、
石
山
形
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
断
定
「
也
」
で
締
め
く
く
っ
て

い
る
よ
う
に
、
納
得
し
た
事
実
と
し
て
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、「
石
山
形
」
と
は
、

丘
が
二
面
、
海
が
二
面
そ
の
中
に
牛
鯉
が
彫
ら
れ
た
硯
の
彫
刻
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
て
、
同
じ
く
石
山
寺
へ
赴
き
、
伝
説
の
真
偽
を
尋
ね
、
そ
れ
を
記
録
し
た
人
物
が

い
る
。
江
戸
時
代
前
期
の
国
学
者
、
安
藤
為
章
（
万
治
二
年
〈
一
六
五
九
〉
～
享
保
元

年
〈
一
七
一
六
〉、
五
十
八
歳
没
）
で
あ
る
。
為
章
は
『
紫
家
七
論
』（
元
禄
十
六
年

〈
一
七
〇
三
〉
刊
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
10
）。

　
　

　

為
章
若
き
ほ
ど
此
河
海
の
説
を
信
じ
、
彼
自
筆
の
般
若
見
ま
ほ
し
く
て
、
石
山

に
て
相
知
れ
る
坊
に
逗
留
し
て
、
其
事
を
た
づ
ね
さ
ぐ
り
侍
り
し
に
、
は
や
く
空

言
に
て
侍
し
。
但
源
氏
の
間
と
名
付
け
て
、
式
部
が
画
像
を
か
け
て
、
此
こ
ろ
の

様
の
机
、
硯
な
ど
設
た
る
は
、
い
づ
れ
の
世
、
何
の
人
の
好
み
事
に
や
。

　

為
章
が
石
山
寺
へ
行
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
河
海
の
説
」
と
は
、
南
北
朝
時
代
の

【図２】「東海道名所図会、巻二、
６丁表」（国立国会図書館デジタル
コレクション）
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四
辻
善
成
に
よ
る
注
釈
書
『
河
海
抄
』（
貞
治
元
年
〈
一
三
六
二
〉
頃
成
立
、
後
増
補
）

の
巻
第
一
、
料
簡
に
記
さ
れ
た
源
氏
物
語
石
山
寺
起
筆
伝
説
の
こ
と
で
あ
る
。
為
章
が

石
山
寺
へ
実
際
に
赴
い
た
時
期
は
分
か
ら
な
い
が
、「
此
こ
ろ
の
様
の
机
、
硯
」
と
記

す
よ
う
に
、
源
氏
の
間
に
は
紫
式
部
の
画
像
が
掛
け
て
あ
り
、
当
世
風
の
机
や
硯
が
置

か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
紫
家
七
論
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
七
〇
三
年
に
は
「
源

氏
の
間
の
霊
宝
」
で
あ
る
は
ず
の
「
石
山
形
硯
」
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
石
山
形
硯
」
は
、
霊
宝
な
の
で
秘
蔵
の
品
と
し
て
宝
物
館
等
で
保
管
し
、
容
易
に
披

見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、「
相
知
れ
る
坊
」
と
い
う

伝
が
あ
っ
た
為
章
が
硯
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
為
章
は
〈
紫
式

部
の
硯
〉
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、「
此
こ
ろ
の
様
」
と
い
う
書
き
ぶ

り
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
一
方
、
石
山
寺
が
、
源
氏
の
間
に
「
此

こ
ろ
の
様
の
机
、
硯
」
を
設
置
し
て
い
た
の
は
、〈
紫
式
部
の
硯
〉
が
参
詣
者
を
呼
び

込
む
た
め
の
名
物
と
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
名
物
と
し
て
い
た
な

ら
ば
、「
式
部
が
図
像
」（
11
）
と
と
も
に
、
レ
プ
リ
カ
に
せ
よ
「
石
山
形
硯
」
を
配
置
し

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
現
在
の
源
氏
の
間
に
座
す
紫
式
部
像
と
と
も
に
あ
る
硯

は
「
石
山
形
硯
」
で
は
な
い
。

　

石
山
寺
に
参
籠
し
た
紫
式
部
が
『
源
氏
物
語
』
を
起
筆
し
た
と
い
う
伝
説
は
、
江
戸

時
代
中
期
頃
に
は
広
く
流
布
し
、「
石
山
寺
と
し
て
も
巷
間
の
話
に
対
応
し
た
設
備
を

整
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
必
然
な
な
り
ゆ
き
で
あ
ろ
う
」（
12
）
と
伊
井
春
樹
氏
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
伝
説
に
従
っ
て
目
玉
と
な
る
新
た
な
逸
品
と
し
て
「
石
山
形
硯
」
が

誕
生
、
も
し
く
は
名
物
と
し
て
表
面
化
し
た
可
能
性
は
高
い
。
と
も
あ
れ
、
秋
里
籬
島

が
取
材
し
、
刊
行
し
た
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
は
、「
石
山
形
硯
」
が
実
在
し
て
、

絵
に
し
た
影
響
は
大
き
い
。『
東
海
道
名
所
図
会
』
は
、
爆
発
的
人
気
で
売
れ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
「
石
山
形
」
と
呼
ば
れ
る
〈
紫
式
部
の
硯
〉
は
、『
東

海
道
名
所
図
会
』
を
通
し
て
広
く
知
れ
渡
っ
た
で
あ
ろ
う
。
各
地
の
名
所
、
寺
社
巡
拝

が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
遠
く
離
れ
た
江
戸
や
地
方
か
ら
も

『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
描
か
れ
た
〈
紫
式
部
の
硯
〉
を
一
目
見
よ
う
と
参
詣
者
た
ち

が
訪
れ
、
ま
た
硯
に
つ
い
て
も
尋
ね
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
い
っ
た
人
々
の
往
来

の
中
で
、
石
山
寺
の
新
た
な
名
物
「
石
山
形
硯
」
を
描
き
込
ん
だ
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫

式
部
影
讃
」
が
誕
生
し
た
も
の
と
考
え
る
。

　

つ
ま
り
、「
石
山
形
」
と
呼
ば
れ
る
〈
紫
式
部
の
硯
〉
は
、『
紫
家
七
論
』（
一
七
〇
三

年
）
の
江
戸
時
代
前
期
に
は
存
在
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
→
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中
期

に
か
け
て
紫
式
部
の
伝
説
の
流
布
と
関
連
し
て
誕
生
→
『
東
海
道
名
所
図
会
』

（
一
七
九
七
年
）
に
描
か
れ
る
→
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」（
一
八
三
八
～

一
八
六
五
年
）
に
描
か
れ
る
と
い
う
流
れ
を
提
案
し
た
い
。

　

こ
こ
で
の
『
東
海
道
名
所
図
会
』
→
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
と
い
う
順
序

に
つ
い
て
は
、『
近
江
名
所
図
会
』（
文
化
十
二
年
〈
一
八
一
五
〉）
を
介
入
す
る
こ
と

で
補
強
し
た
い
。
秋
里
籬
里
は
、
十
一
も
の
名
所
図
会
を
著
わ
し
て
い
る
が
、
秦
石
田

と
と
も
に
編
集
し
た
『
近
江
名
所
図
会
』
は
、『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』（
寛
政
九
年

〈
一
七
九
七
〉）、『
木
曽
路
名
所
図
会
』（
文
化
二
年
〈
一
八
〇
五
〉）、『
二
十
四
輩
巡
拝

図
会
』（
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉）
の
三
書
の
う
ち
、
近
江
関
係
記
事
を
抜
き
出
し
一

書
に
ま
と
め
た
も
の
で
、『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
は
秦
石
田
が
担
当
し
、
西
村
中
和

が
挿
絵
を
担
当
し
て
い
る
（
13
）。
念
の
た
め
、
確
認
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
石
山
寺
に
関

す
る
『
近
江
名
所
図
会
』（
巻
一
、四
十
丁
裏
～
四
十
六
丁
裏
）
と
『
伊
勢
参
宮
名
所
図

会
』（
巻
一
、四
十
丁
裏
～
四
十
六
丁
裏
）
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
刊
行
年
に
注
目
し
て
み
る
と
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
と
『
伊
勢
参
宮
名

所
図
会
』
は
同
年
刊
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
も
の

の
、
挿
絵
や
硯
に
関
し
て
は
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
巻
一
の

「
石
せ
き
く
ほ
う
さ
ん

光
山
石い

し
や
ま
で
ら

山
寺
」
に
は
『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
よ
う
に
硯
の
説
明
や
挿
絵
は
な
く
、

一
丁
半
（
四
十
五
丁
裏
の
半
分
と
四
十
六
丁
表
）
に
源
氏
の
間
で
文
机
に
右
肘
を
つ
く

紫
式
部
が
描
か
れ
、
上
部
雲
形
の
中
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。
な
お
、

傍
線
と
句
読
点
は
私
に
付
し
た
が
、
ル
ビ
や
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　

　

紫む
ら
さ
き
し
き
ふ

式
部
、
石い

し
や
ま山

に
詣ま

ふ

で
ゝ
源け

ん
じ
も
の
か
た
り

氏
物
語
五
十
余よ

じ
や
う帖

あ
ら
は
す
。
今
本ほ

ん
だ
う堂

の
中う

ち

に
、

源げ
ん
じ氏
の
間ま

と
い
う
あ
り
。
式
部
所し

よ
じ持
の
硯す

ゞ
り、
又
画ゑ

ぞ
う像
あ
り
。
土と

さ佐
光み

つ
お
き起
の
筆ふ

で

也
。

今
の
趣
お
も
む
きを
模う

つ

し
て
こ
ゝ
に
圖づ

を
讃さ

ん
じ詞
す
。
近あ

ふ
み江
藤と

う
の
ふ
も
と

信
基
の
補
筆
也
。



7 「石山寺源氏閒紫式部影讃」に描かれた〈紫式部の硯〉―附録「石山寺由來略縁起」「石山寺名所之圖」―

　
　

　

題
龍
樹
四
門
／
有
門
空
門
亦
空
門
非
有
門
非
有
門
／
式
部
詠
二
首
／

　
　



心
た
に
い
か
な
る
身
に
か
／
叶
ふ
ら
ん
／
思
ひ
し
れ
と
も
お
も
ひ
／
し
ら
れ
す
／

誰
か
世
に
な
か
ら
へ
て
／
み
ん
か
き
と
め
し
／
あ
と
は
き
え
せ
ぬ
／
か
た
み
な
れ

と
も

　

秦
石
田
は
、「
式
部
所し
よ
じ持

の
硯す

ゞ
り」

と
記
す
の
み
で
、
石
山
形
硯
に
関
心
が
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
、
詳
細
な
説
明
は
な
い
。『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
及
び
『
近
江
名
所

図
会
』
に
は
、
伝

説
を
も
と
に
し
た

紫
式
部
が
描
か
れ

る
も
の
の
、
そ
の

手
元
に
描
か
れ
た

「
硯
」
は
「
石
山

形
」
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
む
し
ろ

源
氏
の
間
の
壁
か

柱
に
掛
か
っ
て
い

た
「
画ゑ
ぞ
う像

」
に
興

味
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
図
３
は
石
山

寺
蔵
の
土
佐
光
起

筆
「
紫
式
部
図
」

（
江
戸
時
代
）
を

模
写
し
た
と
思
わ

れ
、
全
く
同
じ
構

図
で
描
い
て
い

る
。
土
佐
光
起
筆

「
紫
式
部
図
」
の

上
部
に
は
三
枚
の
色
紙
型
が
配
さ
れ
、
そ
れ
を
名
所
図
会
に
も
記
し
て
い
る
。
こ
の
色

紙
型
に
記
さ
れ
た
四し
た
い諦

の
法
門
（
四
門
）
と
式
部
の
和
歌
二
首
は
、
図
１
に
も
確
認
す

る
こ
と
で
き
る
。
仮
に
、
秦
石
田
が
取
材
し
た
際
に
、「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」

が
、
既
に
石
山
寺
で
頒
布
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
こ
に
詳
し
い
硯
の
説
明
な
い
し
図

を
描
き
込
ん
で
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
以
前
に
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」

が
頒
布
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
低
く
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
以
後
に
頒
布
さ
れ
た
も

の
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
史
料
か
ら
、
秋
里

籬
島
が
着
目
し
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
で
挿
絵
と
と
も
に
紹
介
し
た
こ
と
で
「
石
山

形
硯
」
を
一
躍
有
名
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
に
は
『
源
氏
物
語
』

の
梗
概
書
や
女
訓
書
、
往
来
物
な
ど
に
源
氏
物
語
石
山
寺
起
筆
伝
説
が
挿
絵
と
と
も
に

広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
石
山
寺
参
詣
人
気
に
拍
車
を
掛
け
た
と
想
像
に
難
く
な
い
。

「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
は
、
参
詣
者
の
旅
の
証
で
あ
り
、
土
産
物
で
も
あ
り
、

帰
っ
て
周
囲
の
者
に
語
る
際
の
記
憶
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
影
響
は
、『
源
氏
物
語
』
を
翻
案
し
た
柳
亭
種
彦
作
、
歌
川
国
貞
画
の
『
偐
紫

田
舎
源
氏
』（
文
政
十
二
年
〈
一
八
二
九
〉
初
編
刊
、
以
後
天
保
十
三
年
〈
一
八
四
二
〉

ま
で
三
十
八
編
刊
。
天
保
の
改
革
に
よ
り
刊
行
禁
止
）の
初
編
表
紙
の
見
返
の
扉
絵（
図

４
）
に
、
石
山
形
の
硯
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
種
彦
は
、
江
戸
在
住

の
戯
作
者
で
、
石
山
寺
へ
は
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、『
東
海
道
名
所
図
会
』

や
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
な
ど
で
石
山
形
硯
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
特
に

『
東
海
道
名
所
図
会
』
を
参
照
し
、
前
掲
の
「
硯
石
」
の
説
明
に
対
し
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
（
14
）。

　
　

　

石い
し
や
ま
が
た

山
形
の
硯

す
ゞ
り

石い
し

は
、
二
ツ
連つ

ら

ね
て
鯉こ

ひ

と
牛う

し

と
、
木も

か
う瓜
の
裡う

ち

に
彫え

り

て
あ
る
は
、

濃こ
き
す
み墨

薄う
す
き
す
み

墨
の
印し

る
しな

り
と
歟か

。
鯉こ

ひ

に
濃こ

い

の
響ひ

ゞ

き
は
あ
れ
ど
、
牛う

し

は
何い

か

な
る
由ゆ

え
ん
か

縁
歟
知し

ら
ず
。
…
（
中
略
）
…
偖
こ
の
草さ

う
し紙
の
初
編
の
刊か

ん
か
う行
、
文
政
己き

ち
う丑
の
年
な
り
し
。

そ
の
丑う
し

に
因ち

な
みあ
れ
ば
、
彼か

の
こ
け
ん

古
硯
を
表へ

う
し紙
の
裏う

ら

に
、
写う

つ

さ
せ
て
お
き
た
り
し
が
…
（
下

略
）

【図３】「近江名所図会、巻１」（国立公文書館デジタルアーカイブ）
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硯
の
図
柄
に
は
疑
義
を
懐
い
て
い
る
も
の
の
、
初
編
の
見
返
の
扉
絵
に
使
用
し
た
の

は
、
紫
式
部
が
後
世
に
残
る
大
作
を
生
み
出
し
た
よ
う
に
、
自
分
の
作
品
も
そ
う
な
っ

て
欲
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
石
山
形
硯
に
一
方
な
ら
ぬ
思
い
入

れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
文
政
十
二
年
丑
年
の
初
編
刊
行
か
ら
再
び
丑
年
が
巡
っ
て
き
た

十
二
年
後
の
天
保
十
二
年
刊
行
第
三
十
六
編
の
序
文
で
感
慨
深
げ
に
述
べ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
の
年
代
考
証
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
く
。

　
　

①
石
山
寺
名
所
記
の
性
格
を
有
す
る
略
縁
起
と
し
て
頒
布
さ
れ
て
い
た
。

　
　

②

頒
布
時
期
は
、
少
な
く
と
も
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
か
ら
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
を
遡
る
可
能
性
も
あ
る
が
、『
東
海

道
名
所
図
会
』
が
刊
行
し
た
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
以
前
を
遡
ら
な
い
。

　
　

③

『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
描
か
れ
る
「
石
山
形
硯
」
と
同
一
の
硯
を
見
て
描
い
た
。

前
後
関
係
は
『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
方
が
先
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

④
同
一
の
板
木
で
大
量
に
摺
り
、
明
治
時
代
以
降
も
摺
ら
れ
た
（
後
述
）。

　

次
に
、
描
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
少
し
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
二
　
伝
説
の
可
視
化

　

石
山
寺
の
略
縁
起
に
あ
た
る
一
枚
の
題
字
に
は
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
と

あ
る
。
こ
れ
は
、「
石
山
寺
」
の
本
堂
南
東
に
あ
る
「
源
氏
間
」
に
「
紫
式
部
」
が
参

籠
し
、『
源
氏
物
語
』
を
著
し
た
こ
と
を
「
影
讃
」
す
る
も
の
で
あ
る
。
記
さ
れ
て
い

る
内
容
は
、
三
条
西
実
隆
に
よ
る
詞
書
と
土
佐
光
信
に
よ
る
絵
の
『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』

巻
四
（
明
応
六
年
〈
一
四
九
七
〉）
で
語
ら
れ
る
石
山
寺
観
音
霊
験
譚
と
『
源
氏
物
語
』

起
筆
を
可
視
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
、『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
の
本
文
を
引
用

す
る
（
15
）。

　
　

　

紫
式
部
は
、
右
小
辨
藤
原
為
時
朝
臣
か
女
。
上
東
門
院
の
女
房
に
て
侍
け
る
に
、

一
條
院
の
御
を
は
選
子
内
親
王
よ
り
、
め
つ
ら
し
か
ら
ん
物
語
や
侍
と
女
院
へ
申

さ
れ
た
り
け
る
を
、
式
部
に
お
ほ
せ
ら
れ
て
、
つ
く
ら
せ
ら
け
れ
は
こ
の
事
を
祈

申
さ
む
と
て
、
當
寺
に
七
ヶ
日
こ
も
り
侍
け
る
に
、
水
う
み
の
か
た
は
る
く
と
見

わ
た
さ
れ
て
、
心
す
み
て
さ
ま
く
の
風
情
眼
に
さ
へ
き
り
、
心
に
う
か
み
け
る
を

と
り
あ
へ
ぬ
程
に
て
、
料
紙
な
と
の
用
意
も
な
か
り
け
れ
は
、
大
般
若
の
料
紙
の

内
陣
に
あ
り
け
る
を
心
の
中
に
本
尊
に
申
う
け
て
、
思
あ
へ
ぬ
風
情
書
つ
ゝ
け
け

る
。
彼
罪
障
懺
悔
の
た
め
に
大
般
若
経
を
一
部
か
き
て
奉
納
し
け
る
。
い
ま
に
當

寺
に
あ
り
と
そ
。
こ
の
物
語
か
き
け
る
と
こ
ろ
を
は
、
源
氏
の
間
と
名
つ
け
て
、

そ
の
所
か
は
ら
す
そ
有
な
る
。
彼
式
部
を
は
日
本
紀
の
局
と
て
、
観
音
の
化
身
と

も
申
つ
た
へ
侍
り
。

　
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
に
は
、
大
斎
院
要
請
に
関
わ
る
記
事
が
削
除
さ
れ

て
い
る
が
、
石
山
寺
の
略
縁
起
と
し
て
問
題
は
な
く
、
む
し
ろ
「
紫
式
部
」「
大
般
若
経
」

「
石
山
形
硯
」
と
い
う
石
山
寺
に
ま
つ
わ
る
伝
説
が
可
視
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
意
味

が
あ
る
。
紫
式
部
が
見
つ
め
る
視
線
の
先
に
は
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
が
説
明
し
て

い
た
「
月
」
を
意
味
す
る
丸
形
の
硯
の
丘
が
あ
り
、
さ
な
が
ら
湖
面
に
映
る
満
月
を
見

て
い
る
さ
ま
を
描
い
て
い
る
。『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
の
詞
書
に
は
「
月
」
は
語
ら
れ

【図４】「偐紫田舎源氏、初編上、見返」（架蔵）
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な
い
が
、
詞
書
に
続
く
第
１
図
に
は
、
源
氏
の
間
か
ら
「
水
う
み
の
か
た
は
る
〳
〵
と

見
わ
た
」
す
紫
式
部
、
第
４
図
に
は
「
水
う
み
」
に
映
る
月
が
描
か
れ
て
い
る
。「
石

山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」（
図
１
）
の
紫
式
部
の
手
元
に
は
「
大
般
若
の
料
紙
」
が

あ
り
、
今
ま
さ
に
「
心
に
う
か
み
け
る
」
物
語
を
書
こ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ま

ず
目
に
入
る
の
は
、
そ
の
大
き
な
「
石
山
形
硯
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
枚
の
墨
摺
は
、

「
石
山
形
硯
」
を
前
面
に
押
し
出
し
、「
源
氏
の
間
の
霊
宝
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
「
石
山
形
」
が

描
か
れ
喧
伝
さ
れ
、
そ
の
存
在
を
知
っ
た
参
詣
者
の
往
来
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

そ
し
て
、「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
は
一
枚
全
体
で
「
源
氏
の
間
」
の
空
間
を

演
出
し
て
い
る
。

　

な
お
、
図
１
の
紫
式
部
の
前
に
描
か
れ
た
料
紙
の
巻
物
は
一
部
が
欠
け
て
い
る
。
こ

れ
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
九
曜
文
庫
蔵
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫

蔵
の
も
の
も
同
様
で
あ
る
が
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
の
も
の
に
は
欠
け
が
な
い
。

こ
れ
は
、
大
量
の
摺
り
を
経
て
、
摩
耗
・
劣
化
で
破
損
し
て
欠
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
欠
け
が
な
く
江
戸
時
代
後
期
の
書
込
み
を
持
つ
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
が
、

最
も
古
く
摺
ら
れ
た
も
の
で
初
摺
り
だ
と
言
え
る
。
板
木
が
欠
け
た
も
の
は
、
後
摺
り

と
し
て
相
当
数
摺
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
前
節
で
石
川
氏
が
近
代
刊
行
と
す

る
の
は
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
後
摺
り
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
注
目
す
べ
き
は
「
源
氏
閒
」
の
「
閒
」
の
文
字
で
、
よ
く
見
る
と
「
間
」

で
は
な
く
、
も
ん
が
ま
え
の
中
が
「
月
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
石
山
寺
縁
起

絵
巻
』
の
詞
書
に
は
な
い
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
物
語
の
着
想
を
得
る
き
っ
か
け
と
な
っ

た
「
琵
琶
湖
に
映
る
月
」
を
意
味
し
て
い
よ
う
。『
源
氏
物
語
』
と
紫
式
部
を
セ
ッ
ト

で
語
る
最
も
古
い
伝
説
の
「
物
語
の
お
こ
り
」
と
さ
れ
る
伝
為
氏
筆
本
『
源
氏
古
系
図
』

の
序
文
に
は
「
石
山
に
ま
う
て
ゝ
い
の
り
申
す
に
、
八
月
十
五
夜
の
月
水
海
に
う
か
ひ

て
あ
き
ら
か
な
る
を
み
て
、
心
の
す
み
け
る
に
」（
16
）
と
「
八
月
十
五
夜
の
月
」
＝
「
満

月
」
の
こ
と
が
記
さ
れ
、
梗
概
書
『
源
氏
大
鏡
』（
南
北
朝
時
代
頃
）
や
、
注
釈
書
『
河

海
抄
』
な
ど
に
も
「
八
月
十
五
夜
の
月
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
、
こ

の
伝
説
が
多
く
絵
画
化
さ
れ
て
流
布
し
た
が
、「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
も
そ

う
い
っ
た
伝
説
に
肖
っ
た
こ
と
を
こ
の
一
字
が
示
し
て
い
る
。

　

次
に
、
紫
式
部
の
構
図
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
は
、

源
氏
の
間
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
伝
狩
野
孝
信
筆
「
紫
式
部
図
」（
一
幅
、
桃
山

時
代
）
を
も
と
に
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ

の
上
部
に
記
さ
れ
た
文
言
は
、
石
山
寺
蔵
の
伝
狩
野
孝
信
筆
「
紫
式
部
図
」（
一
幅
、

桃
山
時
代
）
や
土
佐
光
起
筆
「
紫
式
部
図
」（
一
幅
、
江
戸
時
代
）、
狩
野
岑
信
筆
「
紫

式
部
図
」（
一
幅
、
江
戸
時
代
）
の
上
部
に
あ
る
三
枚
の
色
紙
型
と
同
じ
順
番
で
記
さ

れ
て
い
る
。
一
番
右
の
漢
文
体
で
書
か
れ
た
「
有
門
／
空
門
／
亦
有
／
亦
空
門
／
非
有

／
非
有
門
」
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
『
源
氏
物
語
』
和
歌
の
梗
概
書
で
あ
る
今
川
範
政

の
『
源
氏
物
語
提
要
』（
永
享
四
年
〈
一
四
三
二
〉
成
立
）「
発
端
」
が
詳
細
に
述
べ
て

お
り
、
そ
の
ほ
か
注
釈
書
で
一
条
兼
良
の
『
花
鳥
余
情
』（
文
明
四
年
〈
一
四
七
二
成
立
〉

「
桐
壺
」
や
、
梗
概
書
で
野の
の
ぐ
ち
り
ゅ
う
ほ

々
口
立
圃
の
『
十
帖
源
氏
』（
承
応
三
年
〈
一
六
五
四
〉
頃

成
立
。
万
治
四
年
〈
一
六
六
一
〉
刊
）
の
序
文
な
ど
に
説
明
が
あ
る
よ
う
に
、
早
く
か

ら
知
ら
れ
て
い
た
。
内
容
は
、『
源
氏
物
語
』
の
巻
の
数
は
、
天
台
教
六
十
巻
（
現
在
、

五
十
四
帖
）
を
も
と
に
し
て
作
ら
れ
、
巻
の
名
前
は
、
四し
た
い諦

の
法
門
（
仏
教
が
説
く
真

理
）「
有
門
、
空
門
、
亦
有
亦
空
門
、
非
有
非
空
門
」
を
も
と
に
名
付
け
た
。「
第
一
に

物
語
本
文
か
ら
、
第
二
に
和
歌
か
ら
、
第
三
に
本
文
と
和
歌
か
ら
、
第
四
に
本
文
に
も

和
歌
に
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
」
と
い
う
『
源
氏
物
語
』
を
仏
教
と
を
絡
め
た
巻
名
説
明

と
な
っ
て
い
る
。『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
に
つ
い
て
は
、
清
水
婦
久
子
氏
が
詳
細
な
検

討
を
加
え
ら
れ
て
い
る
（
17
）。

　

次
い
で
、
二
種
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
紫
式
部
集
』
の
五
六
、一
二
七

番
歌
と
し
て
入
集
し
て
い
る
。

　
　

こ
ゝ
ろ
た
に
い
か
な
る
／
身
に
か
か
な
ふ
ら
ん
／



お
も
ひ
し
れ
と
も
／
お
も
ひ
し
ら
れ
す

　
　

誰
か
世
に
な
が
ら
へ
て
／
み
む
か
き
と
め
し
／



跡
は
き
え
せ
ぬ
／
か
た
み
な
れ
と
も
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こ
の
二
首
に
つ
い
て
は
、
伊
井
春
樹
氏
が
、
神
宮
文
庫
蔵
『
紫
式
部
石
山
寺
歌
柱
之

詠
』
に
「
右
二
首
、
石
山
寺
の
源
氏
の
間
に
、
紫
式
部
が
書
き
付
け
り
。
今
に
至
る
に
、

歌
の
柱
と
て
自
筆
に
あ
り
」
と
指
摘
さ
れ
、「
紫
式
部
図
」
と
の
関
わ
り
か
ら
、「〈
源

氏
の
間
〉
に
お
け
る
紫
式
部
の
二
首
の
歌
、
そ
れ
は
伝
説
に
ま
つ
わ
る
画
題
で
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
18
）。
な
お
、『
東
海
道
名
所
図
会
』
は
伝
狩

野
孝
信
筆
「
紫
式
部
図
」、『
近
江
名
所
図
会
』
は
土
佐
光
起
筆
「
紫
式
部
図
」
が
「
源

氏
の
間
」
に
あ
る
と
説
明
し
、
上
部
の
色
紙
型
の
文
字
は
、
と
も
に
近こ
の
え
さ
ん
み
や
く
い
ん

衛
三
藐
院
信の

ぶ
も
と基

（
永
禄
八
年
〈
一
五
六
五
〉
～
慶
長
十
九
年
〈
一
六
一
四
〉、
五
十
歳
没
）
が
画
讃
と
し

て
筆
を
執
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
紫
式
部
の
二
首
も
ま
た
、
石
山
寺
と
紫
式

部
を
繋
ぐ
伝
説
の
一
部
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
と
は
、
石
山
寺
源
氏
の
間
の
霊
宝
で
あ
る
「
紫
式

部
図
」（
伝
狩
野
孝
信
筆
、
土
佐
光
起
筆
、
狩
野
岑
信
筆
）
を
右
面
に
、
紫
式
部
が
使

用
し
た
「
石
山
形
硯
」
を
左
面
に
配
置
し
、
一
枚
全
体
で
「
源
氏
の
間
」
を
表
現
す
る

こ
と
で
、
源
氏
物
語
石
山
寺
伝
説
を
端
的
に
可
視
化
し
た
一
枚
の
略
縁
起
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
江
戸
時
代
の
版
本
の
口
絵
や
浮
世
絵
師
た
ち
が
描
い
た
石
山
寺
で
月
を
眺
め
る

紫
式
部
で
、
源
氏
物
語
石
山
寺
伝
説
を
可
視
化
し
た
の
と
は
異
な
り
、
石
山
寺
源
氏
物

語
起
筆
伝
説
を
略
縁
起
と
し
て
特
化
し
表
現
さ
れ
た
一
枚
な
の
で
あ
る
。

　
　
三
　「
石
山
寺
由
來
略
縁
起
」
と
「
石
山
寺
名
所
之
圖
」

　

最
後
に
、「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
と
関
わ
る
二
枚
の
墨
摺
を
併
せ
て
紹
介

す
る
。
ま
ず
「
石
山
寺
由
來
略
縁
起
」（
図
５
）
は
、
題
字
の
通
り
石
山
寺
の
由
来
を

記
し
、
一
行
分
の
空
白
の
後
、
源
氏
物
語
石
山
寺
起
筆
伝
説
を
記
す
。
大
き
さ
は
、
横

四
一
・
一
糎
×
縦
三
一
・
五
糎
、
四
周
単
辺
で
、「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
と
ほ

ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
次
に
、「
石
山
寺
名
所
之
圖
」（
図
６
）
は
石
山
寺
の
地
図
と

な
っ
て
お
り
、「
源
氏
の
間
」
も
現
在
の
場
所
、
外
形
は
同
じ
で
描
か
れ
て
い
る
。
二

枚
と
も
年
代
等
不
明
で
あ
る
が
、「
石
山
寺
名
所
之
圖
」
を
入
手
す
る
際
に
参
照
し
た
「
和

の
史
」（
19
）
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
き
さ
は
、
横
三
七
・
八
糎

×
縦
二
四
・
六
糎
、
四
周
単
辺
と
、
先
の
二
枚
と
比
べ
る
と
や
や
小
さ
い
。

　

参
考
ま
で
に
、「
石
山
寺
由
來
略
縁
起
」
の
源
氏
物
語
石
山
寺
起
筆
伝
説
を
翻
刻
す

る
。
句
読
点
と
傍
線
は
私
に
付
し
た
が
、
ル
ビ
や
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　

　

紫む
ら
さ
き
し
き
ぶ

式
部
は
、
右う

せ
う
べ
ん

小
辨
藤
原
為た

め
と
き時

朝
臣
が
女む

す
め。

上し
や
う
た
う
も
ん
い
ん

東
門
院
の
女
房
に
て
侍
り
け
る

に
、
一
條
院
の
御
を
伯お

ば母
選せ

ん
し子
内な

い
し
ん
わ
う

親
王
よ
り
、
め
づ
ら
し
か
ら
ん
物
語
や
侍
る
と

女に
よ
ゐ
ん院
申
さ
れ
た
り
け
る
を
、
式し

き
ぶ部
に
お
ほ
せ
ら
れ
て
、
作つ

く

ら
せ
ら
け
れ
は
、
此
事

を
い
の
り
申
さ
ん
と
て
、
當と
う
じ寺

に
七
ケ
日
籠こ

も

り
侍
け
る
に
、
湖

み
づ
う
みの

か
た
は
る
く
と

見
わ
た
さ
れ
て
、
心
も
す
み
て
さ
ま
ぐ
の
風ふ
せ
い情
ま
な
こ
に
さ
へ
き
り
、
心こ

ゝ
ろに
う
か

み
け
る
を
と
り
あ
へ
ぬ
ほ
ど
に
て
、
料れ
う
し紙
な
と
の
用や

う
ゐ意
も
な
か
り
け
れ
は
、

大た
い
は
ん
に
や

般
若
の
料
紙
の
内
陣
に
あ
り
け
る
を
心こ

ゝ
ろの
う
ち
に
本
尊
に
申
う
け
て
、
思お

も

あ
へ

ぬ
風
情
を
書
つ
ゝ
け
け
る
。
彼
罪さ
い
し
や
う障

懺さ
ん
げ悔

の
た
め
に
大
般
若
経
を
一い

ち
ふ
か
き

部
書
て
奉

納
し
け
る
。
今
に
當
寺
に
あ
り
。
又
こ
の
物
か
た
り
を
書か
き

け
る
と
こ
ろ
を
、
源け

ん
し氏

の
間
と
な
づ
け
て
、
其

そ
の
と
こ
ろ

所
か
は
ら
ず
有
。
か
の
式
部
を
は
日に

つ
ほ
ん
き

本
紀
の
局つ

ほ
ねと
て
、 【図６】「石山寺名所之圖」（架蔵）

【図５】「石山寺由來略縁起」（架蔵）
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観く
わ
ん
お
ん
音
の
化け

し
ん身
と
も
申
つ
た
へ
侍
り
。

　

前
掲
の
『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
と
同
じ
文
章
で
あ
る
が
、
石
山
寺
什
物
に
関
わ
る
箇

所
に
つ
い
て
は
、
伝
聞
か
ら
断
定
へ
と
文
言
が
変
更
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
紫
式

部
自
筆
の
大
般
若
経
「
い
ま
に
當
寺
に
あ
り
と
そ
4

4

」
が
「
今
に
當
寺
に
あ
り
」、
源
氏

の
間
「
そ
の
所
か
は
ら
す
有
な
る
4

4

」
が
「
其そ

の
と
こ
ろ所か

は
ら
ず
有
」
の
よ
う
に
伝
聞
譚
で
は

な
く
、
石
山
寺
に
伝
わ
る
事
実
と
し
て
紫
式
部
自
筆
の
大
般
若
経
と
源
氏
物
語
を
起
筆

し
た
と
い
う
源
氏
の
間
を
略
縁
起
と
し
て
頒
布
す
る
に
あ
た
り
据
え
直
し
て
い
る
。

　
　
お
わ
り
に

　
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」「
石
山
寺
由
來
略
縁
起
」「
石
山
寺
名
所
之
圖
」
は
、

石
山
寺
の
名
所
記
の
性
格
を
有
す
る
略
縁
起
と
し
て
、
大
量
に
摺
ら
れ
参
詣
者
た
ち
に

頒
布
さ
れ
た
江
戸
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
特
に
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」

は
、
源
氏
物
語
石
山
寺
起
筆
伝
説
に
特
化
し
た
一
枚
で
、
名
所
の
「
源
氏
の
間
」
及
び

そ
の
霊
宝
「
紫
式
部
図
」「
石
山
形
硯
」
を
具
現
的
に
視
覚
化
し
て
い
る
。

　

そ
の
成
立
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
と
思
わ
れ
る
が
、
頒
布
用
に
大
量
に
摺
ら
れ
、
明

治
時
代
以
降
も
摺
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
判
別
の
基
準
と
し
て
は
、
描
か
れ
た

紫
式
部
の
前
に
置
か
れ
た
料
紙
の
巻
物
の
一
部
の
欠
け
の
有
無
で
あ
る
。
一
概
に
は
言

え
な
い
が
、
仮
に
欠
け
て
い
な
い
も
の
が
江
戸
時
代
後
期
の
初
摺
り
、
欠
け
て
い
る
も

の
が
明
治
時
代
以
降
の
後
摺
り
と
し
て
お
く
。

　

現
代
の
石
山
寺
に
お
い
て
は
、「
石
山
形
硯
」
は
宝
物
館
の
豊
浄
殿
で
展
示
さ
れ
る
が
、

江
戸
時
代
の
『
東
海
道
名
所
図
会
』
や
「
石
山
寺
源
氏
閒
紫
式
部
影
讃
」
の
よ
う
に
図

示
し
て
全
面
的
に
喧
伝
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
、
石
山
寺
源

氏
物
語
起
筆
伝
説
の
流
布
は
、
源
氏
関
連
書
物
だ
け
で
は
な
く
、
往
来
物
な
ど
の
学
習

書
な
ど
の
出
版
物
に
ま
で
広
く
載
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、
享
受
、
伝
播
、
記
憶
さ
れ
て
い

た
時
代
性
と
相
ま
っ
て
の
需
要
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
時
代
が
経
て
、
伝
説
が
伝
説

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、「
石
山
形
」
と
い
う
〈
紫
式
部
の
硯
〉
は
、
再
び
石
山

寺
の
什
物
と
し
て
息
を
潜
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。〈
紫
式
部
の
硯
〉
に
光
が

当
た
る
こ
と
を
願
い
、
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
す
る
。

注（
１
）
伊
井
春
樹
『
源
氏
物
語
の
伝
説
』
昭
和
出
版
、
一
九
七
六
年
。

（
２
）
三
角
洋
一
「
源
氏
物
語
伝
説
」『
源
氏
物
語
講
座
』
第
八
巻
、
勉
誠
社
、
一
九
九
二
年
。

（
３
）

拙
稿
「
源
氏
物
語
石
山
寺
起
筆
伝
説
と
〈
紫
式
部
の
硯
〉
―
〈
紫
式
部
の
硯
〉
の
誕
生

と
視
覚
化
―
」『
平
安
朝
の
物
語
と
和
歌
』
新
典
社
、
二
〇
二
三
年
七
月
刊
行
予
定
。〈
紫

式
部
の
硯
〉
の
絵
画
化
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
、
併
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
で
あ
る
。

（
４
）

そ
れ
ぞ
れ
の
図
像
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
で
確
認
し
た
。
京

都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
は
、
中
前
正
志
、
千
葉
郁
恵
「
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『〔
寺

社
縁
起
由
来
〕』
目
録
稿
―
巻
子
装
略
縁
起
集
に
綴
っ
た
旅
日
記
―
」『
国
文
論
藻
』（
第

十
九
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
確
認
し
た
。

（
５
）

中
野
猛
「
略
縁
起
の
世
界

縁
起
説
話
の
形
態
・
性
格
・
分
類
」『
略
縁
起
集
の
世
界

論
考
と
全
目
録
』
山
﨑
裕
人
・
久
野
俊
彦
編
、
森
話
社
、
二
〇
一
二
年
。

（
６
）

久
野
俊
彦
「
一
枚
刷
り
略
縁
起
の
形
成
」『
遊
楽
と
信
仰
の
文
化
学
』
堤
邦
彦
・
徳
田

和
夫
編
、
森
話
社
、
二
〇
一
〇
年
。

（
７
）

注
４
前
掲
論
文
。
な
お
書
込
み
は
、「
丸
屋
六
右
衛
門
泊
リ
。
名
産
う
な
ぎ
／
蒲
焼
、

大
平
へ
入
出
ス
。
其
外
、
な
ま
ず
／
風
味
よ
ろ
し
く
ぞ
」
と
宿
泊
先
や
料
理
、
そ
の
感

想
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）

石
川
透
「
略
縁
起
の
二
形
態
」（
注
６
前
掲
書
所
収
）。『
略
縁
起
一
枚
物
解
題
図
録
』（
慶

應
義
塾
大
学
絵
入
り
本
研
究
会
、
二
〇
〇
九
年
八
月
）
に
は
、
白
黒
図
を
掲
載
し
て
い

る
が
、「
近
代
刊
」
と
す
る
説
明
は
な
い
。
な
お
、
図
が
不
鮮
明
だ
が
、
料
紙
巻
物
の

欠
け
部
分
に
は
補
筆
し
た
よ
う
な
跡
が
見
ら
れ
る
。

（
９
）『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
本
文
引
用
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（D
O
I

：10.11501/2563512

）
に
依
っ
て
翻
刻
し
、
ル
ビ
や
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
、

句
読
点
は
私
に
施
し
た
。
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（
10
）『
紫
家
七
論
』
の
本
文
引
用
は
、『
近
世
神
道
論　

前
期
国
学
』（
日
本
思
想
大
系
、
岩

波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
に
依
り
、
傍
線
を
私
に
施
し
た
。

（
11
）

こ
の
「
式
部
が
図
像
」
は
、
伝
狩
野
孝
信
筆
「
紫
式
部
図
」（
一
幅
、
桃
山
時
代
）
と

考
え
ら
れ
る
。
片
桐
弥
生
氏
に
よ
る
と
「
長
ら
く
源
氏
の
間
に
か
け
ら
れ
て
い
た
せ
い

か
、
剝
落
な
ど
の
痛
み
が
ひ
ど
く
、
所
々
補
彩
も
認
め
ら
れ
る
」（「
解
説
」『
石
山
寺

と
紫
式
部
―
源
氏
物
語
の
世
界
―
』
大
本
山
石
山
寺
、
一
九
九
〇
年
）
と
さ
れ
る
。

（
12
）
伊
井
春
樹
「
紫
式
部
の
石
山
寺
参
籠
」（
注
１
前
掲
書
所
収
）。

（
13
）
村
井
康
彦
「
解
説
」『
近
江
名
所
図
会
』
版
本
地
誌
大
系
、
臨
川
書
店
、
一
九
九
七
年
。

（
14
）『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
の
本
文
引
用
は
、
新
日
本
文
学
古
典
大
系
（
鈴
木
重
三
校
注
、
岩

波
書
店
）
に
依
る
。
第
三
十
六
編
序
。
五
六
二
頁
。

（
15
）『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
の
詞
書
本
文
は
、
日
本
絵
巻
物
集
成
（
巻
十
九
巻
、
雄
山
閣
、

一
九
三
二
年
）
に
依
り
、
句
読
点
を
付
し
た
。

（
16
）『
源
氏
物
語
大
成
』
第
十
三
冊
、
普
及
版
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
五
年
。

（
17
）

清
水
婦
久
子
『
源
氏
物
語
の
巻
名
と
和
歌　

物
語
生
成
論
へ
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
四

年
。

（
18
）
伊
井
春
樹
「
源
氏
の
間
」（
注
１
前
掲
書
所
収
）。

（
19
）『
和
の
史
』
思
文
閣
古
書
資
料
目
録
、
思
文
閣
出
版
古
書
部
、
第
二
七
四
号
、
二
〇
二

二
年
七
月
。
六
六
頁
。
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